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１ 学習指導
 要領に示す
 目標の達成
 のために工
 夫されてい
 ること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 全体と
しての特
徴や創意 
工夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別表１ 

 学 習指 導 要 領 に 示
す 目 標に 準 じ て 、 内
容 を 適切 に 取 り 扱 っ
て い る。  
 
 各 章 ご とに 目 標 や
課 題 を明 記 し 、 学 習
内 容 の理 解 と 定 着 が
図 れ るよ う な 工 夫 が
あ る 。  
 
 「 学習 を 振 り 返 ろ
う 」 で自 己 評 価 と 学
習 し たこ と を 生 活 に
生 か すた め の 工 夫 が
あ る 。  

学 習 指導 要 領 に 示
す 目 標に 準 じ て 、 内
容 を 適切 に 取 り 扱 っ
て い る。  

 
各 章 ごと に 課 題 を

明 記 し、 学 習 内 容 の
理 解 と定 着 が 図 れ る
よ う な工 夫 が あ る 。  

 
「 各 学年 の ま と め

」 を 設け 、 学 習 の 振
り 返 りを す る と 共 に
、 自 分の 生 活 に つ な
げ る よう な 工 夫 が あ
る 。  

 

学 習 指 導 要 領 に 示
す 目 標 に 準 じ て 、 内
容 を 適 切 に 取 り 扱 っ
て い る。  

 
各 章 の導 入 と な る

扉 の ペー ジ で は 、 健
康 や 安全 に つ い て 著
名 人 とキ ャ ラ ク タ ー
と の 対話 形 式 を 取 り
入 れ 、学 習 内 容 に 興
味 関 心が 持 て る よ う
工 夫 され て い る 。  

 
各 章 の 最 後 に 設 定

さ れ た 「 学 習 を ふ り
返 っ て み よ う 」 で は
知 識 の 定 着 を 図 り つ
つ 生 活 に 生 か す こ と
が で き る よ う 工 夫 さ
れ て いる 。  

 

 学 習指 導 要 領 に 示
す 目 標に 準 じ て 、 内
容 を 適切 に 取 り 扱 っ
て い る。  
 

各 章 ごと に 課 題 を
明 記 し、 学 習 内 容 の
理 解 と定 着 が 図 れ る
よ う な工 夫 が あ る 。
   
 

「 わ たし の 宣 言 」
を 各 章ご と に 設 け 、
学 習 した こ と を 生 活
に 生 かす た め の 工 夫
が あ る。  
 

 学 習指 導 要 領 に 示
す 目 標に 準 じ て 、 内
容 を 適切 に 取 り 扱 っ
て い る。  
 

各 章 ごと に 課 題 を
明 記 した り 、 学 習 内
容 を スト ー リ ー 形 式
で 示 した り し 、 学 習
内 容 の理 解 と 定 着 が
図 れ るよ う な 工 夫 が
あ る 。  
 
 「 学ん だ こ と を 生
か そ う」 で は 、 学 習
し た こと を 生 活 に 生
か し たり 、 自 己 評 価
し た りす る 工 夫 が あ
る 。  

学 習 指導 要 領 に 示
す 目 標に 準 じ て 、 内
容 を 適切 に 取 り 扱 っ
て い る。  

 
各 章 ごと に 課 題 を

明 記 し、 学 習 内 容 の
理 解 と定 着 が 図 れ る
よ う な工 夫 が あ る 。  

 
「 ふ り返 る ・ 伝 え

る ・ つな ぐ 」 で 自 己
評 価 と学 習 し た こ と
を 生 活に 生 か す た め
の 工 夫が あ る 。  

 
 

２ 内容や構
 成が学習指
 導を進める
 上で適切で
 あること。 
 

(1) 基礎的 
・基本的 
な知識及
び技能の
習得を図 
るための
配慮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別表２ 

 各 章ご と に ス テ ッ
プ １ 「気 づ く ・ 見 つ
け る 」ス テ ッ プ ２ 「
調 べ る・ 解 決 す る 」
ス テ ップ ３ 「 深 め る
・ 伝 える 」 ス テ ッ プ
４ 「 まと め る ・ 生 か
す 」 「学 習 を 振 り 返
ろ う 」の 学 習 過 程 が
あ り 、そ の 流 れ に 沿
っ て 学習 を 進 め る こ
と で 、基 礎 的 ・ 基 本
的 な 内容 の 定 着 を 図
る よ うに 配 慮 し て い
る 。  
 
 「 ま め ち し き 」「 解
説 」と し て 学 習 内 容 の
補 足 を し て い る 。  

各 章 ごと に 「 つ か
も う 」「 考 え よ う 」
「 話 し合 お う 」 「 調
べ よ う」 「 活 か そ う
」 な どの 学 習 過 程 を
組 み 合わ せ て 学 習 を
進 め るこ と で 、 基 礎
的 ・ 基本 的 な 内 容 の
定 着 を図 る よ う に 配
慮 し てい る 。  

 
ペ ー ジの 下 段 に 「

ミ ニ ちし き 」 と し て
学 習 内容 の 補 足 を し
て い る。  

 
学 校 医等 の キ ャ ラ

ク タ ーが 、 基 礎 的 ・
基 本 的な 内 容 を 押 さ
え て いる 。  

各 章 ごと に ス テ ッ
プ １ 「学 習 の 見 通 し
」 ス テッ プ ２ 「 課 題
を 解 決す る た め の 活
動 」 ステ ッ プ ３ 「 学
習 の まと め 」 と い う
学 習 過程 に 沿 っ て 学
習 を 進め る こ と で 、
基 礎 的・ 基 本 的 な 内
容 の 定着 を 図 る よ う
に 配 慮し て い る 。  

 
「 解 説」 で は 、 専

門 用 語な ど の 説 明 を
し 知 識の 定 着 を 図 っ
て い る。  

 
学 習 を導 く キ ャ ラ

ク タ ーが 、 ヒ ン ト や
ポ イ ント な ど を 提 示
し て いる 。  

 

各 章 ごと に 学 習 の
め あ て、 本 時 の メ ニ
ュ ー とい う 形 で 学 習
の 見 通し を も て る よ
う に して 、 基 礎 的 ・
基 本 的な 内 容 の 定 着
を 図 るよ う に 配 慮 し
て い る。    

 
挿 絵 によ る 場 面 例

示 が 多く 取 り 上 げ ら
れ 、 思考 す る ヒ ン ト
に な って い る 。  

 
大 人 のキ ャ ラ ク タ

ー の 発言 に よ り 学 習
を 展 開し 、 学 習 内 容
を 押 さえ て い る 。  

各 章 ごと に 「 見 つ
け よ う」 「 調 べ よ う
・ 考 えよ う ・ 話 し 合
お う 」「 生 か そ う 」
と い う学 習 過 程 に 沿
っ て 学習 を 進 め る こ
と で 、基 礎 的 ・ 基 本
的 な 内容 の 定 着 を 図
る よ うに 配 慮 し て い
る  

 
ペ ー ジの 下 段 に 「

ま め ちし き 」 と し て
学 習 内容 の 補 足 を し
て い る。  

 
学 習 を導 く キ ャ ラ

ク タ ーが 、 ヒ ン ト や
ポ イ ント な ど を 提 示
し て いる 。  

各 章 ごと に 「 ふ り
か え る」 「 意 見 を 出
し 合 う」 「 学 び を 生
か す 」と い う 学 習 過
程 に 沿っ て 学 習 を 進
め る こと で 、 基 礎 的
・ 基 本的 な 内 容 の 定
着 を 図る よ う に 配 慮
し て いる 。  

 
「 こ とば 」 で は 、

必 要 な用 語 な ど を 解
説 し 知識 の 定 着 を 図
っ て いる 。  

 
ペ ー ジ下 段 に 説 明

や 関 連す る 情 報 を 示
し 、 学習 内 容 の 補 足
を し てい る 。  

(2) 思考力
・判断力
・表現力
等の育成
を図るた
めの配慮 

 
 
 
 

別表３ 

自 分 の 考 え や 理 由
を 書 く 欄 を た く さ ん
設 け 、 思 考 力 を 育 成
す る 工夫 が あ る 。  

 
デ ー タ や 図 版 、 実

験 結 果 に 対 し て 考 え
を 整 理 し な が ら 記 入
で き る工 夫 が あ る 。  

学 習 し た こ と を 生
か し て 、 自 分 の 考 え
を 書 く 欄 を 設 け 、 思
考 を 促 す 工 夫 が あ る
。  

イ ラ ス ト を た く さ
ん 入 れ 理 解 し や す く
し て いる 。  

 

「 ま とめ  生 か そ
う  伝え よ う 」 で は
、 学 習し た こ と を も
と に 、自 分 の 考 え を
書 く 欄を 設 け 、 思 考
力 を 育成 す る 工 夫 が
あ る 。  

 
記 入 欄 が 精 選 さ れ

、 無 理 の な い よ う に
配 慮 され て い る 。  

各 章 の 終 わ り に は
、 「 〇 〇 せ ん 言 」 が
設 け ら れ て お り 、 書
い た こ と を 発 表 す る
こ と で 、 表 現 力 の 育
成 の 工夫 が あ る 。  

 
写 真 や イ ラ ス ト を

た く さ ん 入 れ 理 解 し
や す くし て い る 。  

学 ん だ こ と を 「 生
か そ う 」 で は 、 学 習
し た こ と を も と に 、
自 分 の 考 え を 書 く 欄
を 設 け 、 思 考 力 を 育
成 す る工 夫 が あ る 。  

 
イ ラ ス ト を た く さ

ん 入 れ 理 解 し や す く
し て いる 。  

① 自 分で 考 え る ②
友 達 やみ ん な と 考 え
る ③ 身に 付 け た こ と
を 生 かす と い う 流 れ
の 中 に、 自 分 の 考 え
を 書 く欄 を 設 け 、 思
考 力 を育 成 す る 工 夫
が あ る。  
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(3) 児童が
自主的・
対話的に
に学習に
取り組む
ことがで
きる配慮 

 
 
 
 

別表４ 

ス テ ップ １ 気 づ く
・ 見 つけ る で は 、 ペ
ー ジ 全体 に 広 が る 写
真 を 活用 し 、 学 習 の
課 題 を自 分 事 と に し
て 主 体的 に 取 り 組 む
た め の工 夫 が あ る 。  

 
キ ャ ラク タ ー の 吹

き 出 しに よ り 児 童 の
課 題 解決 を し や す く
す る 工夫 が あ る 。  

 
「 ま とめ る ・ 生 か

す 」 では 単 元 ご と に
大 切 な知 識 に つ て ま
と め 、後 で 振 り 返 り
や す いよ う な 工 夫 が
あ る 。  

各 学 習項 目 の は じ
め に 「つ か も う 」 を
設 け 、折 り 込 み で 隠
し て 主体 的 に 学 び に
取 り 組む た め の 工 夫
が あ る。  

 
学 習 ゲー ム が あ

り 、 二次 元 コ ー ド を
読 み 取る と 端 末 上 で
操 作 でき る 工 夫 が あ
る 。  

 
ペ ー ジ下 の 「 ミ ニ

ち し き」 の 欄 で は 、
学 習 で大 切 な こ と を
簡 単 に説 明 し て お
り 、 児童 が 主 体 的 に
学 習 に取 り 組 め る 工
夫 が ある 。  

 

各 章 の と び ら に は 、
著 名 人 と キ ャ ラ ク タ
ー の 対 話 形 式 で 学 習
内 容 に 興 味 ・ 関 心 を
も て る工 夫 が あ る 。  

「 ほ けん ク イ ズ に
ト ラ イ！ 」 の 二 次 元
コ ー ドを 読 み 取 る と
、 ク イズ 形 式 で 学 び
を 振 り返 る こ と が で
き 、 主体 的 に 学 び に
取 り 組む た め の 工 夫
が あ る。  

 
ペ ー ジ下 の 「 ま め

ち し き」 の 欄 で は 、
学 習 で大 切 な こ と を
簡 単 に説 明 し て お
り 、 児童 が 主 体 的 に
学 習 に取 り 組 め る 工
夫 が ある 。  

自 分 の生 活 を チ ェ
ッ ク する 欄 を 設 け る
こ と で、 自 分 の こ と
と し て考 え ら れ る よ
う な 工夫 が あ る 。  

 
吹 き 出し や 会 話 で

学 習 が展 開 す る よ う
な 工 夫が あ る 。  

 
ペ ー ジ下 に 、 学 習

で 大 切な こ と や 児 童
へ の メッ セ ー ジ が あ
り 、 児童 が 主 体 的 に
学 習 に取 り 組 め る 工
夫 が ある 。  

単 元 の初 め に は 漫
画 形 式で 興 味 を ひ き
、 主 体的 に 取 り 組 む
た め の工 夫 が あ る 。  

 
二 次 元コ ー ド を 読

み 取 ると 、 デ ジ ダ ル
コ ン テン ツ か ら 詳 し
く 学 ぶた め の ウ ェ ブ
サ イ トを 紹 介 し て い
る 。  

 
ペ ー ジ下 の 「 ま め

ち し き」 の 欄 で は 、
学 習 で大 切 な こ と を
簡 単 に説 明 し て お り
、 児 童が 主 体 的 に 学
習 に 取り 組 め る 工 夫
が あ る。  

登 場 人物 の 児 童 が
せ り ふで 語 り か け る
形 式 と教 師 が フ ァ シ
リ テ ータ ー と な っ て
学 習 を導 く 役 割 を し
、 児 童が 主 体 的 に 学
習 に 取り 組 め る 工 夫
が あ る。  

 
「 か がく の 目 」 で

は 、 実験 で 証 明 し て
い る 写真 を 載 せ て 、
児 童 の興 味 を 引 き 、
主 体 的に 取 り 組 む た
め の 工夫 が あ る 。  

 
ペ ー ジ下 の 「 プ チ 」

の 欄 では 、 学 習 で 大
切 な こと を 簡 単 に 説
明 し てお り 、 児 童 が
主 体 的に 学 習 に 取 り
組 め る工 夫 が あ る 。  

(4) 学習指
導要領に
示してい
ない内容
の取扱い 

 
別表５ 

 発展的な内容の資料
を取り上げている。 
                         
 「はってん」マーク
を掲載し、発展的な内
容の資料や学習課題を
取り上げている。 

 発展的な内容の資料
を取り上げている。 
                         
 「はってん」マーク
を掲載し、発展的な内
容の資料や学習課題を
取り上げている。  

 発展的な内容の資料
を取り上げている。 
                         
 「はってん」マーク
を掲載し、発展的な内
容の資料や学習課題を
取り上げている。 

 発展的な内容の資料
を取り上げている。 
                         
 「はってん」マーク
を掲載し、発展的な内
容の資料や学習課題を
取り上げている。  

 発展的な内容の資料
を取り上げている。  
                        
 「はってん」マーク
を掲載し、発展的な内
容の資料や学習課題を
取り上げている。  

 発展的な内容の資料
を取り上げている。 
                         
 「はってん」マーク
を掲載し、発展的な内
容の資料や学習課題を
取り上げている  

(5) 他の教
科等との
関連 

 
 
 
 
 
 

別表６ 

 単元初めに、他の教
科や保健の他単元との
関連が示されている。 
  

社会、理科、家庭、 
道徳の内容と関連させ
ている。  
 

 ページの下段に、他
の教科や保健の他単元
との関連が示されてい
る。 

国語、算数、理科、
家庭、保健、道徳、生
活の内容と関連させて
いる。また、中学校の
保健との関連も示され
ていた。  

ペ ー ジの 下 段 に 、
他 の 教科 や 保 健 の 他
単 元 との 関 連 が 示 さ
れ て いる 。  

  
社 会 、理 科 、家庭 、

保 健 、道 徳 、 生 活 の
内 容 と関 連 さ せ て い
る 。  

 他教科との関連を示
す明示がほとんどな
い。  
 
 
 

 ページの下段に、他
の教科や保健の他単元
との関連が示されてい
る。 
  

社会、理科、家庭、
体育、保健、道徳の内
容と関連させている。  
 

「関連」で、他の教科
や保健の他単元との関
連が示されている。 
  

社会、理科、家庭、
体育、保健、生活、道
徳の内容と関連させて
いる。  
 

３ 使用上の
 便宜が工夫
 されている
 こと。 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 表記・
表現の工
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

別表７ 

 児童の思考の手助け
となるつぶやきや補助
発問が必要に応じて書
かれている。    

「まめちしき」「解
説」として学習内容の
補充をしている。 

教科書の側面がカラ
ーになっており、単元
ごとに区切られて見や
すくなっている。 

児童の思考の手助け
となるつぶやきや補助
発問が必要に応じて書
かれている。 

 
ページの下段に「ミ

ニちしき」として学習
内容の補充をしてい
る。 
  

教科書の側面がカラ
ーになっており、単元
ごとに区切られて見や
すくなっている。 

児童の思考の手助け
となるつぶやきや補助
発問が必要に応じて書
かれている。 
 
 「解説」や「まめち
しき」として学習内容
の補充をしている。 
 
 教科書の側面がカラ
ーになっており、単元
ごとに区切られて見や
すくなっている。 

 児童の思考の手助け
となるつぶやきや補助
発問が必要に応じて書
かれている。 

ページの下欄にちょ
っとした「豆知識」「つ
ぶやき」として学習内
容の補充をしている。 

教科書の側面がカラ
ーになっており、単元
ごとに区切られて見や
すくなっている。 

 児童の思考の手助け
となるつぶやきや補助
発問が必要に応じて書
かれている。 

「豆知識」「解説」
として学習内容の補充
をしている。 
 
 教科書の側面がカラ
ーになっており、単元
ごとに区切られて見や
すくなっている。  

 児童の思考の手助け
となるつぶやきや補助
発問が必要に応じて書
かれている。 

 「科学の目」や「く
わしい説明や関連する
情報」として学習内容
の補充をしている。 

 教科書の側面がカラ
ーになっており、単元
ごとに区切られて見や
すくなっている。  



教 科 ・ 種 目 名  保健 調査研究事項 

総括表－3 

 

別表１        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

全
体
と
し
て
の 

特
徴
や
創
意
工
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                                        第３学年及び第４学年用 ◇学習指導要領に示す目
標に準じて、内容を適切
に取り扱っている。 

 
◇各章ごとに目標や課題
を明記し、その解決に向
けた学習過程通して学
習指導要領の目標に迫
れるような工夫がある。 

 
◇「学習を振り返ろう」で
自己評価と学習したこ
とを生活に生かすため
の工夫がある。 

 
◇A4 判の教科書でスペー
スが広く、学習過程のス
テップ１からステップ
４まで書く活動が取り
入れられている。 

 
◇学習内容に関連した資
料、呼吸法や軽い運動な
どの「実習」、「二次元
コード」（デジタルコン
テンツ）を豊富に取り入
れ学習内容の理解と定
着が図れるような工夫
がある。 

 
◇「はってん」では、学習
するように決められて
いる以外の内容を紹介
し、興味のある人が取り
組めるようにしている 

 

◇学習指導要領に示す目
標に準じ、内容を適切に
取り扱っている。 

 
◇各章ごとに課題を明記
し、学習内容の理解と定
着が図れるような工夫
がある。 

 
◇「各学年のまとめ」を設
け、学習の振り返りをす
ると共に、自分の生活に
つなげるような工夫が
ある。 

 
◇「もっと知りたい」を各
章ごとに設け、さらに内
容が深く理解できるよ
うにしている。 

 
◇章の始めに単元に関係
のある保健ゲームを設
け、学習の意欲を高めら
れるようにしている。 

 
◇他の学年や他の教科と
のつながりを明記し、学
習のつながりを意識し
て作成されている。  

 
◇「ウェブ」マークは、大
日本図書のウェブサイ
トで学習ができるとこ
ろ「いえで」マークは、
家で取り組みたい活動
など実践に向けての工
夫がある。 

 
◇「はってん」では学習内
容ではないところを紹
介し、興味のある人が取
り組めるようにしてい
る。 

 

 ◇学習指導要領に示す目
標に準じ、内容を適切に
取り扱っている。 

 
◇各章の導入となる扉の
ページでは、健康や安全
について著名人とキャ
ラクターとの対話形式
を取り入れ、学習内容に
興味関心が持てるよう
工夫されている。 

 
◇各章の最後に設定され
た「学習をふり返ってみ
よう」では、知識の定着
を図りつつ生活に生か
すことができるよう工
夫されている。 

 
◇学習内容に関連した資
料や「二次元コード」（デ
ジタルコンテンツ）を取
り入れ学習内容の理解
と定着が図れるような
工夫がある。 

 
◇「はってん」では該当学
年より進んだ内容を紹
介し興味のある人が取
り組めるようにしてい
る。 

◇学習指導要領に示す目
標に準じ、内容を適切に
取り扱っている。 

 
◇各章ごとに課題を明記
し、学習内容の理解と定
着が図れるような工夫
がある。 

 
◇各章ごとに「わたしの宣
言」を設け、学習したこ
とを生活につなげるよ
うな工夫がある。 

 
◇キャラクターの発言に
より、学習内容を展開し
ている。 

 
◇「もっと考えよう課」を
設け、学習したことをも
とにもっと深く考える
発展的な内容を紹介し
ている。 

 
◇「もっと知っとこう課」
を設け、学習内容に関連
した資料や「二次元コー
ド」（デジタルコンテン
ツ）を取り入れ学習内容
の理解と定着が図れる
ような工夫がある。 

 

◇学習指導要領に示す目
標に準じ、内容を適切に
取り扱っている。 

 
◇各章ごとに課題を明記
したり、学習内容をスト
ーリー形式で示したり
し、学習内容の理解と定
着が図れるような工夫
がある。 

 
◇「学んだことを生かそ
う」では、学習したこと
を生活に生かしたり、自
己評価したりする工夫
がある。 

 
◇キャラクター（先生・学
校医）の発言により、学
習内容を展開したり、ポ
イントを押さえたりし
ている。 

 
◇他の学年や他の教科と
のつながりを明記し、学
習のつながりを意識し
て作成されている。  

 
◇学習内容をくわしく知
るためにホームページ
のアドレスを紹介する
と共に二次元コードを
紹介し動画を家庭で見
られるような工夫があ
る。 

 
◇「はってん」では該当学
年より進んだ内容を紹
介し興味のある人が取
り組めるようにしてい
る。 

◇学習指導要領に示す目
標に準じ、内容を適切に
取り扱っている。 

 
◇各章ごとに課題を明記
し、学習内容の理解と定
着が図れるような工夫
がある。 

 
◇「もっと知りたい・調べ
たい」を各章ごとに設
け、発展的な内容を紹介
している。 

 
◇「ふり返る・伝える・つ
なぐ」で自己評価と学習
したことを生活に生か
すための工夫がある。 

 
◇友達と一緒に学習した
り、教え合ったり、学び
合ったりする活動がマ
ークで記してある。  

 
◇「つなぐ」で他の学年や
他の教科とのつながり
を明記し、学習のつなが
りを意識して作成され
ている。 

 
◇「おうちで」「ちいきで」
のマークで使い、家庭や
地域で取り組みたい活
動を記している。 

第５学年及び第６学年用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇学習指導要領に示す目
標に準じて、内容を適切
に取り扱っている。 

 
◇各章ごとに目標や課題
を明記し、その解決に向
けた学習過程通して学
習指導要領の目標に迫
れるような工夫がある。 

 
 
 
 

◇学習指導要領に示す目
標に準じて、内容を適切
に取り扱っている。 

 
◇各章ごとに課題を明記
し、学習内容の理解と定
着が図れるような工夫
がある。 

 
 
 
 
 

 ◇学習指導要領に示す目
標に準じ、内容を適切に
取り扱っている。 

 
◇各章の導入となる扉の
ページでは、健康や安全
について著名人とキャ
ラクターとの対話形式
を取り入れ、学習内容に
興味関心が持てるよう
工夫されている。 

 
 

◇学習指導要領に示す目
標に準じて、内容を適切
に取り扱っている。 

 
◇各章ごとに課題を明記
し、学習内容の理解と定
着が図れるような工夫
がある。 

 
 
 
 
 

◇学習指導要領に示す目
標に準じて、内容を適切
に取り扱っている。 

 
◇各章ごとに課題を明記
したり、学習内容をスト
ーリー形式で示したり
し、学習内容の理解と定
着が図れるように工夫
している。 

 
 
 

◇学習指導要領に示す目
標に準じて、内容を適切
に取り扱っている。 

 
◇各章ごとに課題を明記
し、学習内容の理解と定
着が図れるように工夫
している。 
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別表１        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

第５学年及び第６学年用 ◇「学習を振り返ろう」で
自己評価と学習したこ
とを生活に生かすため
の工夫がある。 

 
◇A4 判の教科書でスペー
スが広く、学習過程のス
テップ１からステップ
４まで書く活動が取り
入れられている。 

 
◇学習内容に関連した資
料、呼吸法や軽い運動な
どの「実習」、「二次元
コード」（デジタルコン
テンツ）を豊富に取り入
れ学習内容の理解と定
着が図れるような工夫
がある。 

 
◇「はってん」では、学習
するように決められて
いる以外の内容を紹介
し、興味のある人が取り
組めるようにしている 

 
 

◇「各学年のまとめ」を設
け、学習の振り返りをす
ると共に、自分の生活に
つなげる工夫されてい
る。 

 
◇「もっと知りたい」を各
章ごとに設け、さらに内
容が深く理解できるよ
うにしている。 

 
◇章の始めに単元に関係
のある保健ゲームを設
け、学習の意欲を高めら
れるようにしている。 

 
◇他の学年や他の教科と
のつながりを明記し、学
習のつながりを意識し
て作成されている。  

 
◇「ウェブ」マークは、大
日本図書のウェブサイ
トで学習ができるとこ
ろ「いえで」マークは、
家で取り組みたい活動
など実践に向けての工
夫がある。 

 
◇「はってん」では学習内
容ではないところを紹
介し、興味のある人が取
り組めるようにしてい
る。 

◇各章の最後に設定され
た「学習をふり返ってみ
よう」では、知識の定着
を図りつつ生活に生か
すことができるよう工
夫されている。 

 
◇学習内容に関連した資
料や「二次元コード」（デ
ジタルコンテンツ）を取
り入れ学習内容の理解
と定着が図れるような
工夫がある。 

 
◇「はってん」では該当学
年より進んだ内容を紹
介し興味のある人が取
り組めるようにしてい
る。 

◇各章ごとに「わたしの宣
言」を設け、学習したこ
とを生活につなげるよ
うな工夫がある。 

 
◇本文を黄色の枠の中に
記述している特徴があ
る。  

 
◇キャラクターの発言に
より、学習内容を展開し
ている。 

 
◇「もっと考えよう課」を
設け、学習したことをも
とにもっと深く考える
発展的な内容を紹介し
ている。 

 
◇「もっと知っとこう課」
を設け、学習内容に関連
した資料や「二次元コー
ド」（デジタルコンテン
ツ）を取り入れ学習内容
の理解と定着が図れる
ような工夫がある。 

 
◇学習内容に関連した資
料や「二次元コード」（デ
ジタルコンテンツ）を取
り入れ学習内容の理解
と定着が図れるような
工夫がある。 

◇「学んだことを生かそ
う」では、学習したこと
を生活に生かしたり、自
己評価したりする工夫
がある。 

 
◇キャラクター（先生・学
校医）の発言により、学
習内容を展開したり、ポ
イントを押さえたりし
ている。 

 
◇他の学年や他の教科と
のつながりを明記し、学
習のつながりを意識し
て作成されている。  

 
◇学習内容をくわしく知
るためにホームページ
のアドレスを紹介する
と共に二次元コードを
紹介し動画を家庭で見
られるような工夫があ
る。 

 
◇「はってん」では該当学
年より進んだ内容を紹
介し興味のある人が取
り組めるようにしてい
る。 

◇「もっと知りたい・調べ
たい」を各章ごとに設
け、発展的な内容を紹介
している。 

 
◇「ふり返る・伝える・つ
なぐ」で自己評価と学習
したことを生活に生か
すための工夫がある。 

 
◇友達と一緒に学習した
り、教え合ったり、学び
合ったりする活動がマ
ークで記してある。  

 
◇「つなぐ」で他の学年や
他の教科とのつながり
を明記し、学習のつなが
りを意識して作成され
ている。 

 
◇「おうちで」「ちいきで」
のマークで使い、家庭や
地域で取り組みたい活
動を記している。 

取扱内容（項目）と学習する学年 健康な生活（３年） 
体の成長とわたし（４年） 
心の健康（５年） 
けがの防止（５年） 
病気の予防（６年）  

けんこうな生活（３年） 
体の発育・発達（４年）        
心の健康（５年） 
けがの防止（５年） 
病気の予防（６年） 

 けんこうな生活（３年） 
体の成長（４年）           
心の健康（５年） 
けがの防止（５年） 
病気の予防（６年） 

毎日の生活と健康（３年） 
体の発育・発達（４年）        
心の健康（５年） 
けがの防止（５年） 
病気の予防（６年） 

けんこうな生活（３年） 
体の発育と健康（４年）        
心の健康（５年） 
けがの防止（５年） 
病気の予防（６年） 

健康な生活（３年） 
体の発育・発達（４年）        
心の健康（５年） 
けがの防止（５年） 
病気の予防（６年） 

全
体
と
し
て
の
特
徴
や
創
意
工
夫 

【第３学年及び第４学年】 
身近な生活における健康に関する基礎的・
基本的な内容の小単元の項目と数 

健康な生活・・項目数４ 
（1）健康という宝物 
（2）健康によい１日の生活 
（3）体の清潔と健康 
（4）健康によい環境 
 
 
 
 
体の成長とわたし・・項目
数３ 
（1）育ちゆくわたしたち

の体 
（2）思春期にあらわれる

変化 
（3）よりよく成長するた

めの生活 
 

けんこうな生活・・項目数
４ 
（1）けんこうってなんだろう 

（2）１日の生活のしかた 
（3）体のせいけつ 
（4）身の回りのかんきょう 

 
 
体の発育・発達・・項目数
４ 
（1）年れいとともに変化

する体 
（2）思春期にあらわれる

体の変化 
（3）思春期にあらわれる

体の中の変化 
（4）よりよく成長するた

めの生活 

 けんこうな生活・・項目数
４ 
（1）大切な健康 
（2）１日の生活の仕方と

けんこう 
（3）体のせいけつとけんこう 

（4）身の回りのかんきょ
うとけんこう 

 
体の成長・・項目数４ 
（1）育ちゆく体の変化 
（2）思春期の体の変化① 
（3）思春期の体の変化② 
 (4) よりよい成長のために 

毎日の生活と健康・・項目
数４ 
（1）けんこうな生活とわたし 
（2）けんこうによい１日

の生活のしかた 
（3）けんこうと体のせいけつ 
（4）けんこうによい生活

かんきょう 
 
体の発育・発達・・項目数
４ 
（1）体の発育 
（2）思春期に体の変化① 
 (3) 思春期に体の変化② 
（4）体のよりよい発育 

健康な生活・・項目数４ 
（1）けんこうってなに？ 
（2）けんこうな１日の生活 
（3）体のせいけつ 
（4）身の回りの環境 
 
 
 
 
体の発育と健康・・項目数
４ 
（1）変化していくわたし

の体 
（2）思春期の体の変化① 
（3）思春期の体の変化② 
 (4) よりよい発育のために 

健康な生活・・項目数４ 
（1）かけがえのない健康 
（2）１日の生活のしかた 
（3）体の清けつ 
（4）身の回りのかんきょう 
 
 
 
 
体の発育・発達・・項目数
４ 
（1）変化してきたわたし
の体 

（2）大人に近づく体 
（3）体の中で起こる変化 
 (4) よりよい発育・発達

のために 
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別表１        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

 【第５学年及び第６学年】 

身近な生活における健康に関する基礎的・
基本的な内容の小単元の項目と数 

心の健康・・項目数３ 
（1）心の発達 
（2）心と体のつながり 
（3）不安や悩みがあるとき 
 
 
病気の予防・・項目数７ 
（1）病気の起こり方 
（2）感染症の予防 
（3）生活習慣病の予防 
（4）喫煙の害と健康 
（5）飲酒の害と健康 
（6）薬物乱用の害と健康 
（7）地域の保健活動 

心の健康・・項目数３ 
（1）心の発達 
（2）心と体のつながり 
（3）不安やなやみがある

とき 
 
病気の予防・・項目数８ 
（1）病気の起こり方 
（2）感染症の予防 
（3）生活習慣病の予防① 
（4）生活習慣病の予防② 
 (5) 喫煙の害と健康 
（6）飲酒の害と健康 
（7）薬物乱用の害と健康 
（8）地域で行われている
保健活動 

 心の健康・・項目数４ 
（1）心の発達 
（2）心と体の関わり 
（3）実習 不安やなやみ

への対処① 
 (4) 不安やなやみへの対処 
 
病気の予防・・項目数８ 
（1）病気の起こり方 
（2）感染症の予防 
（3）生活習慣病の予防① 
 (4) 生活習慣病の予防② 
（5）喫煙の害 
（6）飲酒の害 
（7）薬物乱用の害 
（8）地域の保健活動の取

り組み 
 

心の健康・・項目数４ 
（1）心の発達 
（2）心と体の関わり合い 
（3）不安や悩みへの対処① 
 (4) 不安や悩みへの対処② 
 
 
病気の予防・・項目数８ 
（1）病気の起こり方 
（2）感染症とその予防 
（3）生活のしかたと病気① 
 (4) 生活のしかたと病気② 
（5）喫煙の害と健康 
（6）飲酒の害と健康 
（7）薬物乱用の害と健康 
（8）地域の保健活動 

心の健康・・項目数３ 
（1）心の発達 
（2）心と体のつながり 
（3）不安や悩みなどへの
対処 
 
 
病気の予防・・項目数８ 
（1）病気の起こり方 
（2）感染症の予防 
（3）生活習慣病の予防① 
 (4) 生活習慣病の予防② 
（5）喫煙の害 
（6）飲酒の害 
（7）薬物乱用の害 
（8）地域の保健活動 

心の健康・・項目数３ 
（1）心の発達 
（2）心と体のつながり 
（3）不安や悩みへの対処 
 
 
 
病気の予防・・項目数８ 
（1）病気の起こり方 
（2）病原体と病気 
（3）生活習慣病の予防① 
 (4) 生活習慣病の予防② 
（5）喫煙の害 
（6）飲酒の害 
（7）薬物乱用の害 
（8）地域のさまざまな保
健活動 

安
全
に
関
す
る
小
単
元
の
項
目
・
数 

【第３学年及び第４学年】 

身近な生活における安全に関する基礎的・

基本的な内容の小単元の項目と数 

記載なし 記載なし  記載なし 記載なし 記載なし 記載なし 

【第５学年及び第６学年】 

身近な生活における安全に関する基礎的・

基本的な内容の小単元の項目と数 

けがの防止・・項目数４ 
(1) 事故やけがの原因防止 
(2)交通事故の防止 
(3)犯罪被害の防止 
(5)けがの手当 

けがの防止・・項目数５ 
(1)けがの原因 
(2)交通事故によるけがの
防止 

(3)身の回りで起こるけが
の防止 

(4)犯罪被害から身を守る 
(5)けがの手当 
 

 けがの防止・・項目数４ 
(1)事故やけがの起こり方 
(2)交通事故の防止 
(3)学校や地域でのけがの
防止 

(4)けがの手当 

けがの防止・・項目数４ 
(1)学校生活でのけがの防止 
(2)交通事故の防止 
(3)地域での安全 
(4)けがの手当て 

けがの防止・・項目数５ 
(1)けがや事故の原因 
(2)学校や地域でのけがの
防止 

(3)交通事故の防止 
(4)犯罪被害の防止 
(5)けがの手当 

けがの防止・・項目数４ 
(1)けがの発生 
(2)交通事故の防止 
(3)学校や地域でのけがの
防止 

(4)けがの手当 

 

  



教 科 ・ 種 目 名  保健 調査研究事項 

総括表－6 

 

別表２        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
の
習
得
を
図
る
た
め
の
配
慮 

【第３学年及び第４学年】 

基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図

るための工夫・配慮等 

◇各章ごとにステップ１
「気づく・見つける」ス
テップ２「調べる・解決
する」ステップ３「深め
る・伝える」ステップ４
「まとめる・生かす」「学
習を振り返ろう」の学習
過程があり、その流れに
沿って学習を進めるこ
とで、基礎的・基本的な
内容の定着を図るよう
に配慮している。 

 
◇「まめちしき」や「解説」
では学習内容の補足を
している。 

◇各章ごとに「つかもう」
「考えよう」「話し合お
う」「調べよう」「活か
そう」などの学習過程を
組み合わせて学習を進
めることで、基礎的・基
本的な内容の定着を図
るように配慮している。 

 
◇ページの下段に「ミニち
しき」として学習内容の
補足をしている。 

 
◇学校医等のキャラクタ
ーが、基礎 的・基本的
な内容を押さえている。 

 ◇各章ごとにステップ１
「学習の見通し」ステッ
プ２「課題を解決するた
めの活動」ステップ３
「学習のまとめ」という
学習過程に沿って学習
を進めることで、基礎的
・基本的な内容の定着を
図るように配慮してい
る。 

 
◇「解説」では、専門用語
などを説明し知識の定
着を図っている。 

 
◇学習を導くキャラクタ
ーが、ヒントやポイント
などを提示している。 

 

◇各章ごとに学習のめあ
て、本字のメニューとい
う形で学習の見通しを
もてるようにして、基礎
的・基本的な内容の定着
を図るように配慮して
いる。   

 
◇挿絵による場面例示が
多く取り上げられ、思考
するヒントになってい
る。 

 
◇大人のキャラクターの
発言により学習を展開
し、学習内容を押さえて
いる。 

◇各章ごとに「見つけよ
う」「調べよう・考えよ
う・話し合おう」「生か
そう」という学習過程に
沿って学習を進めるこ
とで、基礎的・基本的な
内容の定着を図るよう
に配慮している。 

 
◇ページの下段に「まめち
しき」として学習内容の
補足をしている。 

 
◇学習を導くキャラクタ
ーが、ヒントやポイント
などを提示している。 

◇各章ごとに「ふりかえ
る」「意見を出し合う」
「学びを生かす」という
学習過程に沿って学習
を進めることで、基礎的
・基本的な内容の定着を
図るように配慮してい
る。 

 
◇「ことば」では、必要な
用語などを解説し知識
の定着を図っている。 

 
◇ページ下段に説明や関
連する情報を示し、学習 
内容の補足をしている。 

【第５学年及び第６学年】 

基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図

るための工夫・配慮等 

◇各章ごとにステップ１
「気づく・見つける」ス
テップ２「調べる・解決
する」ステップ３「深め
る・伝える」ステップ４
「まとめる・生かす」「学
習を振り返ろう」の学習
過程があり、その流れに
沿って学習を進めるこ
とで、基礎的・基本的な
内容の定着を図るよう
に配慮している。 

 
◇「まめちしき」や「解説」
では学習内容の補足を
している。 

◇各章ごとに「つかもう」
「考えよう」「話し合お
う」「調べよう」「活か
そう」などの学習過程を
組み合わせて学習を進
めることで、基礎的・基
本的な内容の定着を図
るように配慮している。 

 
◇ページの下段に「ミニち
しき」として学習内容の
補足をしている。 

 
◇学校医等のキャラクタ
ーが、基礎的・基本的な
内容を押さえている。 

 ◇各章ごとにステップ１
「学習の見通し」ステッ
プ２「課題を解決するた
めの活動」ステップ３
「学習のまとめ」という
学習過程に沿って学習
を進めることで、基礎的
・基本的な内容の定着を
図るように配慮してい
る。 

 
◇「解説」では、専門用語
などを説明し、知識の定
着を図っている。 

 
◇学習を導くキャラクタ
ーが、ヒントやポイント
などを提示している。 

 

◇各章ごとに学習のめあ
て、本字のメニューとい
う形で学習の見通しを
もてるようにして、基礎
的・基本的な内容の定着
を図るように配慮して
いる。   

 
◇挿絵による場面例示が
多く取り上げられ、思考
するヒントになってい
る。 

 
◇大人のキャラクターの
発言により学習を展開
し、学習内容を押さえて
いる。 

◇各章ごとに「見つけよ
う」「調べよう・考えよ
う・話し合おう」「生か
そう」という学習過程に
沿って学習を進めるこ
とで、基礎的・基本的な
内容の定着を図るよう
に配慮している。 

 
◇ページの下段に「まめち
しき」として学習内容の
補足をしている。 

 
◇学習を導くキャラクタ
ーが、ヒントやポイント
などを提示している。 

◇各章ごとに「ふりかえ
る」「意見を出し合う」
「学びを生かす」という
学習過程に沿って学習
を進めることで、基礎的
・基本的な内容の定着を
図るように配慮してい
る。 

 
◇「ことば」では、必要な
用語などを解説し知識
の定着を図っている。 

 
◇ページ下段に説明や関
連する情報を示し、学習
内容の補足をしている。 

 
 

 

 

  



教 科 ・ 種 目 名  保健 調査研究事項 

総括表－7 

 

別表３        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
を
図
る
た
め
の
配
慮 

【第３学年及び第４学年】 

思考力・判断力・表現力等の育成を図るた

めの工夫・配慮 

◇自分の考えや理由を書
く欄をたくさん設け、思
考力を育成する工夫が
ある。 

 
◇データや図版、実験結果
に対して考えを整理し
ながら記入できる工夫
がある。 

◇イラストをたくさん入
れ理解しやすくしてい
る。 

 
◇学習したことを生かし
て、自分の考えを書く欄
を設け、思考を促す工夫
がある。 

 ◇「まとめ 生かそう 伝
えよう」では、学習した
ことをもとに、自分の考
えを書く欄を設け、思考
力を育成する工夫があ
る。 

 
◇記入欄が精選され、無理
のないように配慮され
ている。 

 

◇各章の終わりには、「〇
〇せん言」が設けられて
おり、書いたことを発表
することで、表現力の育
成の工夫がある。 

 
◇写真やイラストをたく
さん入れ理解しやすく
している。 

◇学んだことを「生かそ
う」では、学習したこと
をもとに、自分の考えを
書く欄を設け、思考力を
育成する工夫がある。 

 
◇イラストをたくさん入
れ理解しやすくしてい
る。 

◇①自分で考える②友達
やみんなと考える③身
に付けたことを生かす
という流れの中に、自分
の考えを書く欄を設け、
思考力を育成する工夫
がある。 

【第５学年及び第６学年】 

思考力・判断力・表現力等の育成を図るた

めの工夫・配慮 

◇自分の考えや理由を書
く欄をたくさん設け、思
考力を育成する工夫が
ある。 

 
◇データや図版、実験結果
に対して考えを整理し
ながら記入できる工夫
がある。 

◇イラストをたくさん入
れ理解しやすくしてい
る。 

 
◇学習したことを生かし
て、自分の考えを書く欄
を設け、思考を促す工夫
がある。 

 

 ◇「まとめ 生かそう 伝
えよう」では、学習した
ことをもとに、自分の考
えを書く欄を設け、思考
力を育成する工夫があ
る。 

 
◇記入欄が精選され、無理
のないように配慮され
ている。 

 

◇各章の終わりには、「〇
〇せん言」が設けられて
おり、書いたことを発表
することで、表現力の育
成の工夫がある。 

 
◇写真やイラストをたく
さん入れ理解しやすく
している。 

◇学んだことを「生かそ
う」では、学習したこと
をもとに、自分の考えを
書く欄を設け、思考力を
育成する工夫がある。 

 
◇イラストをたくさん入
れ理解しやすくしてい
る。 

◇①自分で考える②友達
やみんなと考える③身
に付けたことを生かす
という流れの中に、自分
の考えを書く欄を設け、
思考力を育成する工夫
がある。 

 

 

 

  



教 科 ・ 種 目 名  保健 調査研究事項 
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別表４        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

児
童
が
主
体
的
・
対
話
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
配
慮 

【第３学年及び第４学年】 

身近な生活における健康・安全に関する内

容について実践的な理解を図るための工夫

・配慮等 

（振り返り等も含む） 

◇二次元コードを読み取
って、端末上で操作でき
る思考ツールで実践的
な理解が深まるよう工
夫している。 

 
◇二次元コードを読み取
ると、手のよごれや下着
のよごれを調べるなど
の実験や体の働きの変
化などを解説する動画
を見ることができ、実践
的な理解を図っている。 

 
◇「まとめる・生かす」で、
もっと調べたいことや
自分の生活で直したい
ことを書くことで、今後
実践できるように配慮
している。 

 
◇資料「外で遊ぶときに注
意すること」では、５年
生の「けがの防止」につ
ながることを記載して、
外出するときの安全や、
自然災害が起こった時
の避難場所を覚えてお
くことなどについて紹
介している。 

◇二次元コードを読み取
ると、手のよごれやシャ
ツやハンカチのよごれ
を調べるなどの実験や
思春期の体の中の変化
などを解説する動画を
見ることができ、実践的
な理解を図っている。 

 
◇「明日へつなげよう」で
は、学習したことをもと
に考えを書くことで学
習が広がるように配慮
している。 

 
◇資料「みんなで健康な毎
日を送ろう！」では、地
域の中のマークや表示
など、みんなが支え合っ
て健康で安全にくらす
工夫などについて紹介
している。 

 ◇二次元コードを読み取
ると、手のよごれや下着
のよごれを調べるなど
の実験や変化の起こる
仕組みなどを解説する
動画を見ることができ、
実践的な理解を図って
いる。 

 
◇単元末「学習をふり返っ
てみよう」では、学習し
たことをもとにこれか
らの自分の生活に生か
したいこととその理由
を書くことで学習が広
がるように配慮してい
る。 

 
◇資料「もっと学びを広げ
よう！深めよう！」で
は、「安全に外遊びをす
るために」として「いか
のおすし」などの紹介や
「地震から身を守ろう」
として地震が起きた時
の行動や地震への備え
などについて紹介して
いる。 

◇二次元コードを読み取
ると、衣類のよごれを調
べる実験や卵子・精子な
どを解説する動画を見
ることができ、実践的な
理解を図っている。 

 
◇「もう一歩先の自分へ」
では、学習したことをも
とに、これからの生活で
心がけていこうと思う
ことを書く欄を設け、実
践力をつけるように配
慮している。 

 
◇安全に関する記載なし 

◇二次元コードを読み取
ると、手のよごれや衣服
のよごれを調べるなど
の実験や月経のしくみ
などの動画を見ること
ができ、実践的な理解を
図っている。 

 
◇「学んだことを生かそ
う」では、これから取り
組みたいこととその理
由を書く欄を設け、実践
力をつけるように配慮
している。 

 
◇単元末「学習のまとめ」
では学習したことをも
とにこれからの自分の
生活に生かしたいこと
とその理由を書くこと
で学習が広がるように
配慮している。 

 
◇資料「安全な生活のため
に」では、５年生の「け
がの防止」につながるこ
とを記載して、出かける
ときの安全や、交通安
全、自然災害にそなえた
安全について紹介して
いる。 

◇二次元コードを読み取
ると、まどや戸を開ける
とどうなるかを調べる
実験や命のもととなる
卵子と精子の解説動画
を見ることができ、実践
的な理解を図っている。 

 
◇二次元コードを読み取
って、端末上で操作でき
るチェックシートで実
践的な理解が深まるよ
う工夫している。 

 
◇単元末「明日につなぐ」
では、学習したことをも
とに生活に生かしたい
ことやもっと学習して
話してみたいことを書
くことで学習が広がる
ように配慮している。 

 
◇資料「安全な生活のため
に①」では、５年生の「け
がの防止」につながるこ
とを記載して、外出する
ときの安全や、自然災害
や緊急事態にそなえて
することについて紹介
している。 

 

【第５学年及び第６学年】 

身近な生活における健康・安全に関する内

容について実践的な理解を図るための工夫

・配慮等 

（振り返り等も含む） 

◇二次元コードを読み取
って、端末上で操作でき
る思考ツールで実践的
な理解が深まるよう工
夫している。 

 
◇二次元コードを読み取
ると、けがの手当ての実
習方法や喫煙の害や受
動喫煙などの実験動画
を見ることができ、実践
的な理解を図っている。 

 
◇「まとめる・生かす」で、
自分の生活の課題と解
決の仕方を書くことで、
今後実践できるように
配慮している。 

 
◇発展では、自然災害によ
るけがの防止に触れて
いる。 

◇二次元コードを読み取
ると、けがの手当ての実
習方法や保健センター
の活動の動画を見るこ
とができ、実践的な理解
を図っている。 

 
◇「明日へつなげよう」で
は、学習したことをもと
に考えを書くことで学
習が広がるように配慮
している。 

 
◇発展では自然災害から
身を守るにはどうすれ
ばいいのかに触れてい
る。 

 ◇二次元コードを読み取
ると、危険の予測や血液
量の変化やすぐに現れ
る飲酒の害などの解説
動画を見ることができ、
実践的な理解を図って
いる。 

 
◇単元末「学習をふり返っ
てみよう」では、学習し
たことをもとにこれか
らの自分の生活に生か
したいこととその理由
を書くことで学習が広
がるように配慮してい
る。 

 
◇発展では自然災害から
身を守るにはどうすれ
ばいいのかに触れてい
る。 

◇二次元コードを読み取
ると、かん単なけがの手
当ての実習方法や受動
喫煙の害などの解説動
画を見ることができ、実
践的な理解を図ってい
る。 

 
◇「もう一歩先の自分へ」
では、学習したことをも
とに、これからの生活で
心がけていこうと思う
ことを書く欄を設け、実
践力をつけるように配
慮している。 

 
◇発展では自然災害に備
えて自分たちにできる
ことについて触れてい
る。 

◇二次元コードを読み取
ると、けがの手当ての実
習方法やむし歯と歯ぐ
きの病気などの解説動
画を見ることができ、実
践的な理解を図ってい
る。 

 
◇「学んだことを生かそ
う」では、これから取り
組みたいこととその理
由を書く欄を設け、実践
力をつけるように配慮
している。 

 
◇単元末「学習のまとめ」
では学習したことをも
とにこれからの自分の
生活に生かしたいこと
とその理由を書くこと
で学習が広がるように
配慮している。 

 
◇発展では自然災害から
身を守るにはどうすれ
ばいいのかに触れてい
る。 

◇二次元コードを読み取
ると、危険の予測や血液
量の変化やすぐに現れ
る飲酒の害などの解説
動画を見ることができ、
実践的な理解を図って
いる。 

 
◇単元末「学習をふり返っ
てみよう」では、学習し
たことをもとにこれか
らの自分の生活に生か
したいこととその理由
を書くことで学習が広
がるように配慮してい
る。 

 
◇発展では自然災害から
身を守るにはどうすれ
ばいいのかに触れてい
る。 



教 科 ・ 種 目 名  保健 調査研究事項 
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別表４        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

【第３学年及び第４学年】 

児童が主体的に取り組むことができるため

の工夫・改善 

◇ステップ１気づく・見つ
けるでは、ページ全体に
広がる写真を活用し、学
習の課題を自分ごとに
して主体的に取り組む
ための工夫がある。 

 
◇キャラクターの吹き出
しにより児童の課題解
決をしやすくする工夫
がある。 

 
◇「まとめる・生かす」で
は単元ごとに大切な知
識につてまとめ、後で振
り返りやすいような工
夫がある。 

◇各学習項目のはじめに
「つかもう」を設け、折
り込みで隠して主体的
に学びに取り組むため
の工夫がある。 

 
◇学習ゲームがあり、二次
元コードを読み取ると
端末上で操作できる工
夫がある。 

 
◇ページ下の「ミニちし
き」の欄では、学習で大
切なことを簡単に説明
しており、児童が主体的
に学習に取り組める工
夫がある。 

 ◇各章のとびらには、著名
人とキャラクターの対
話形式で学習内容に興
味・関心をもてる工夫が
ある。 

 
◇「ほけんクイズにトラ
イ！」の二次元コードを
読み取ると、クイズ形式
で学びを振り返ること
ができ、主体的に学びに
取り組むための工夫が
ある。 

 
◇ページ下の「まめちし
き」の欄では、学習で大
切なことを簡単に説明
しており、児童が主体的
に学習に取り組める工
夫がある。 

 

◇自分の生活をチェック
する欄を設けることで、
自分のこととして考え
られるような工夫があ
る。 

 
◇吹き出しや会話で学習
が展開するような工夫
がある。 

 
◇ページ下に、学習で大切
なことや児童へのメッ
セージがあり、児童が主
体的に学習に取り組め
る工夫がある。 

◇単元の初めには漫画形
式で興味をひき、主体的
に取り組むための工夫
がある。 

 
◇二次元コードを読み取
ると、デジダルコンテン
ツから詳しく学ぶため
のウェブサイトを紹介
している。 

 
◇ページ下の「まめちし
き」の欄では、学習で大
切なことを簡単に説明
しており、児童が主体的
に学習に取り組める工
夫がある。 

◇登場人物の児童がせり
ふで語りかける形式と
教師がファシリテータ
ーとなって学習を導く
役割をし、児童が主体的
に学習に取り組める工
夫がある。 

 
◇「かがくの目」では、実
験で証明している写真
を載せて、児童の興味を
引き、主体的に取り組む
ための工夫がある。 

 
◇ページ下の「プチ」の欄
では、学習で大切なこと
を簡単に説明しており、
児童が主体的に学習に
取り組める工夫がある。 

 

【第５学年及び第６学年】 

児童が主体的に取り組むことができるため

の工夫・改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ステップ１気づく・見つ
けるでは、ページ全体に
広がる写真を活用し、学
習の課題を自分ごとに
して主体的に取り組む
ための工夫がある。 

 
◇キャラクターの吹き出
しにより児童の課題解
決をしやすくする工夫
がある。 

 
◇「まとめる・生かす」で
は単元ごとに大切な知
識につてまとめ、後で振
り返りやすいような工
夫がある。 

◇各学習項目のはじめに
「つかもう」を設け、折
り込みで隠して主体的
に学びに取り組むため
の工夫がある。 

 
◇学習ゲームがあり、二次
元コードを読み取ると
端末上で操作できる工
夫がある。 

 
◇ページ下の「ミニちし
き」の欄では、学習で大
切なことを簡単に説明
しており、児童が主体的
に学習に取り組める工
夫がある。 

 ◇各章のとびらには、著名
人とキャラクターの対
話形式で学習内容に興
味・関心をもてる工夫が
ある。 

 
◇「ほけんクイズにトラ
イ！」の二次元コードを
読み取ると、クイズ形式
で学びを振り返ること
ができ、主体的に学びに
取り組むための工夫が
ある。 

 
◇ページ下の「豆知識」の
欄では、学習で大切なこ
とを簡単に説明してお
り、児童が主体的に学習
に取り組める工夫があ
る。 

 
◇詳しく学ぶためにウェ
ブサイトを紹介してい
る。 

 

◇吹き出しや会話で学習
が展開するような工夫
がある。 

 
◇イラストや資料を多く
使って分かりやすく伝
え、児童が主体的に学習
に取り組める工夫があ
る。 

 
◇ページ下に、学習で大切
なことや児童へのメッ
セージがあり、児童が主
体的に学習に取り組め
る工夫がある。 

◇単元の初めには４コマ
漫画で興味をひき、主体
的に取り組むための工
夫がある。 

 
◇二次元コードを読み取
ると、デジダルコンテン
ツから詳しく学ぶため
のウェブサイトを紹介
している。 

 
◇ページ下の「まめちし
き」の欄では、学習で大
切なことを簡単に説明
しており、児童が主体的
に学習に取り組める工
夫がある。 

◇登場人物の児童がせり
ふで語りかける形式と
教師がファシリテータ
ーとなって学習を導く
役割をし、児童が主体的
に学習に取り組める工
夫がある。 

 
◇「科学の目」では、実験
で証明している写真を
載せて、児童の興味を引
き、主体的に取り組むた
めの工夫がある。 

 
◇ページ下の「プチ」の欄
では、学習で大切なこと
を簡単に説明しており、
児童が主体的に学習に
取り組める工夫がある。 



教 科 ・ 種 目 名  保健 調査研究事項 
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別表４        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

【第５学年及び第６学年】 

児童が抱える不安や悩みについての対処 

◇わかりやすいイラスト
で不安や悩みの対処法
を紹介している。 

 
◇二次元コードを読み取
ると、呼吸法などの動画
や「こんなときどう答え
る？」の気持ちを伝える
スキルトレーニングの
動画や実習シート、関連
サイトなどが見られる。 

 
◇「不安やなやみがあると
きの相談窓口」の電話番
号などをたくさん紹介
している。 

◇わかりやすいイラスト
で不安や悩みの対処法
を紹介している。 

 
◇二次元コードを読み取
ると、呼吸法の動画や関
連サイトが見られる。 

 
◇いろいろな相談先の電
話番号を紹介している。 

 
◇「いろいろな不安やなや
み」では友達の対処法を
紹介している。 

 ◇わかりやすいイラスト
で不安や悩みの対処法
や呼吸法、体ほぐしの運
動を紹介している。 

 
◇二次元コードを読み取
ると、体ほぐしの運動や
腹式呼吸などの動画が
見られる。 

 
◇「相談名人になろう！」
では相談するとき、相談
を受けるときの話し方
や体験談を紹介してい
る。 

 
◇いろいろな相談窓口の
電話番号を紹介してい
る。 

◇わかりやすいイラスト
で不安や悩みの対処法
を紹介している。 

 
◇悩みを相談した側と相
談された側の成功事例
を紹介し、考えられるよ
うにしている。 

 
◇二次元コードを読み取
ると、体ほぐしや腹式呼
吸などの動画が見られ
る。 

 
◇なやみを相談できる関
連サイトを紹介する二
次元コードを記載して
いる。 

◇わかりやすいイラスト
で不安や悩みの対処法
や、二次元コードを読み
取って見られる体ほぐ
しの運動や深呼吸のし
かたの動画を紹介して
いる。 

 
◇不安や悩みの事例につ
いてどのような対処法
がいいのかを選択させ
考えられるようにして
いる。 

 
◇「なやみの相談先」では
相談窓口の電話番号を
紹介している。また、関
連サイトにつながる二
次元コードを記載して
いる。 

◇わかりやすいイラスト
で不安や悩みの対処法
や、二次元コードを読み
取って見られる体ほぐ
しの運動動画を紹介し
ている。 

 
◇「思春期はだれもがなや
むもの」では、なやみに
ついてスクールカウン
セラーが答えるという
形で記載している。 

 
◇「みんなはどうしたか
な？なやみへの対処」で
は友達の対処法を紹介
している。 

 
◇「困ったときの相談窓
口」ではたくさんの電話
番号や窓口を紹介して
いる。 

 

  



教 科 ・ 種 目 名  保健 調査研究事項 
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別表５        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

学
習
指
導
要
領
に
示
し
て
い
な
い
内
容
の
取
扱
い 

【第３学年及び第４学年】 

発展的な学習内容や今日的な課題について

は、取り上げる資料及び扱いに配慮がされ

ているか。 

発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：６ 

（１）コンピュータの使用
とけんこう 

（２）骨や歯の発育 
（３）新しい命 
（４）性と自分らしさ 
（５）すいみんと発育 
（６）外で遊ぶとき注意す

ること 

発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：８ 

（１）明るさと目のけんこ
う 

（２）ほねの発育 
（３）歯の変化 
（４）成長を祝う行事 
（５）新しい命 
（６）さまざまな性 
（７）みんなで健康な毎日

を送ろう 
（８）パソコンやスマート

フォンを正しく使っ
て健康な生活を送ろ
う 

 発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：12 

（１）スマートフォン・タ
ブレットと生活のリ
ズム 

（２）スマートフォン・タ
ブレットと目のけん
こう 

（３）空気の入れかえの仕
方 

（４）骨の成長 
（５）歯の成長 
（６）新しい命のたんじょ

う 
（７）運動のしすぎに気を

つけよう 
（８）体の成長を助ける成

長ホルモン 
（９）安全に外遊びをする

ために 
（10）地震から身を守ろ 
  う 
（11）仲間とのよりよい関

係づくりのために 
（12）よりくらしやすい社

会を目指して 共に
助け合って生きよう 

 

発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：５ 

（１）かん気のポイント 
（２）新がたコロナウイル

ス感せんしょう対さ
く 

（３）その人らしさを大切
に～個性を大切にし
ながら、おたがいをみ
とめ合い、毎日を大切
に生きていこう～ 

（４）栄養３・３運動 
（５）自信をつけることの

大切さ～毎日、運動を
続けるために～ 

発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：９ 

（１）安全な生活のため 
  に 
（２）スマートフォンなど

の使い方と生活のリ
ズム 

（３）よりよい換気のしか
た 

（４）新しい生命のたんじ
ょう 

（５）「性」についての悩
み 

（６）宇宙飛行士と運動 
（７）スポーツ障害 
（８）すいみんと発育 
（９）SDGsってなんだろ 
  う 

発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：８ 

（１）身の回りのかんきょ
うを整える 

（２）１日の体温のリズ 
  ム 
（３）タブレットを使うと

きには 
（４）なぜ、すいみんは大

切なの？ 
（５）新しい命 
（６）性についての心の多

様性 
（７）安全な生活のために

① 
（８）安全な生活のために

② 

【第５学年及び第６学年】 

発展的な学習内容や今日的な課題について

は、取り上げる資料及び扱いに配慮がされ

ているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：16 

（１）きん張をコントロー
ルする方法 

（２）自転車安全利用五 
  則 
（３）インターネットによ

る犯罪被害 
（４）防災安全マップを作
るときの視点 

（５）自然災害によるけが
の防止 

（６）さまざまな自然災 
  害 
（７）熱中症の予防と手 
  当 
（８）歯のけが 
（９）胸骨圧迫と AED 
（10）インフルエンザ 
（11）新型コロナウイルス

感染症（COVID-19） 
（12）がんについて知ろ 
  う 
（13）たばこの主な有害物

質 
（14）さまざまな依存症 
（15）医薬品の使い方 
（16）だれもが安心して生

活できる社会 

発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：15 

（１）ヒヤリハット 
（２）安全な自転車の乗り

方 
（３）インターネットと犯

罪被害 
（４）人がたおれていた 
  ら 
（５）AED 
（６）公しゅう電話の使い

方 
（７）熱中症の予防と手 
  当 
（８）いろいろな病気と病

原体 
（９）新型コロナウイルス

感染症と暮らしの変
化 

（10）がんの予防 
（11）一生を通して健康に

暮らそう 
（12）たばこのけむりの 
  害 
（13）薬の正しい使い方 
（14）だれもが健康である

ために 
（15）パソコンやスマート

フォンと上手につき
合おう 

 発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：22 

（１）相談名人になろ 
う！ 

（２）ストレスって何だろ
う？ 

（３）安全な自転車の乗り
方 

（４）危険な「ながらスマ
ホ」 

（５）インターネットによ
る犯罪被害を防ぐ 

（６）熱中症の予防と手 
  当 
（７）命を救う AED 
（８）たおれた人に出会っ

たときの応急手当 
（９）自然災害から身を守

る 
（10）ウイルスの大きさ比

べ 
（11）せきやくしゃみのし

ぶきはどこまで飛ぶ
の？ 

（12）笑うと体のていこう
力が高まる？ 

（13）専門家にインタビュ
ー 予防接種とは？ 

 
 
 

発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：21 

（１）「自分らしさ」をみ
つけよう～自分自身
を大切に～ 

（２）寄りそうことの大切
さ～相手を理解する
ために、知ってほしい
こと 

（３）事故のない社会に向
けて 

（４）なぜ、トラブルにな
ってしまったのか
な？ 

（５）応急手当ての重要 
  性 
（６）災害が起きたら、あ

なたはどうしますか?
～自然災害に備えて、
自分たちでできるこ
とを考える「自助・共
助・公助の連けいの必
要性」～ 

（７）熱中症～もし、あな
たのまわりの人が熱
中症になってしまっ
たら 

（８）新型コロナウイル 
  ス 
 
 

発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：17 

（１）不安やなやみと呼吸 
（２）自分と人とのきょり

感～自分の「いや」と、
ほかの人の「いや」は
同じ？～ 

（３）自転車に安全に乗ろ
う 

（４）「ながらスマホ」は
危険！ 

（５）学校医に聞く 熱中
症に注意 

（６）インターネットのト
ラブル 

（７）心肺蘇生と AED 
（８）自然災害から身を守

る 
（９）新しい感染症～新型

コロナウイルス感染
症～ 

（10）自分の「平熱」を知
っておく 

（11）「がん」のことを知
ろう 

（12）運動不足と生活習慣
病 

（13）たばこのけむりの中
の有害物質 

 
 

発展を示す印「はって
ん」がある。 
個数：17 

（１）心って、どこにある
の？ 

（２）消防団員さん こん
なことをチェックし
よう 

（３）インターネットでト
ラブルにならないた
めに 

（４）熱中症の予防と手 
  当 
（５）自然災害や緊急事態

に備えて 
（６）胸骨圧迫と AED 
（７）「がん」ってどんな

病気？ 
（８）Qプラークって、何？ 

Q歯ブラシがない場合
や、水が少ない場合は
どうすればいいの？ 

（９）たばこのけむりの中
の有害物質と警告表
示 

（10）飲酒などの経験 
（11）医薬品の正しい使い

方 
（12）いろいろな病気 
（13）心と体の SOS 
 
 



教 科 ・ 種 目 名  保健 調査研究事項 
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別表５        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

【第５学年及び第６学年】 

発展的な学習内容や今日的な課題について

は、取り上げる資料及び扱いに配慮がされ

ているか。 

（14）新型コロナウイルス
感染症の経験から学
ぶ 

（15）むし歯になりやすい
おやつ 

（16）上手な歯みがきのポ
イント 

（17）塩分のとりすぎは、
なぜよくない？ 

（18）がんはどんな病気？ 
（19）インタビュー がん

を経験したサッカー
選手 

（20）喫煙とインフルエン
ザ・がん 

（21）知っている？スマホ
・ゲーム依存 

（22）より暮らしやすい社
会を目指して 自然
環境を大切にしよう 

（９）細菌って全部悪者な
の？～体の中から健
康になろう～ 

（10）その他の主な生活習
慣病 

（11）がんになるリスクを
下げよう 

（12）歯ブラシの持ち方 
（13）歯のみがき方 
（14）すごいぞ！だ液パワ

ー～健康を守るだ液
のはたらき～ 

（15）煙の中の有害物質 
（16）PM2.5と受動喫煙 
（17）「マナー」から「ル

ール」へ 
（18）おくれをとる日本の

受動喫煙対策と世界
の状況 

（19）飲んだら乗るな！ 
（20）世界各国の最高刑 
（21）プロフェッショナル

が集まる地域の拠点
『保健所』～保健所の
果たす役割について
～ 

 

（14）飲酒を始めた年齢と
アルコール依存症 

（15）医薬品の正しい使用
のしかた 

（16）インターネットと依
存症 

（17）SDGsってなんだろう
～共に生きる社会の
ために～ 

（14）共に生きる社会に向
けて 

（15）世界で流行した感染
症の歴史 

（16）医学や保健の分野で
の世界的な活躍 

（17）保健に関わる地域の
施設について知ろう 
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別表６        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

他
教
科
等
と
の
関
連 

【第３学年及び第４学年】 

他教科・特別の教科 道徳等との関連 

３年 けんこうな生活 
理科 ３年…１個 
「光のせいしつ」 
家庭 ５・６年…３個 
「食事の役わり」 
「衣服の手入れ」 
「かいてきな住まい方」 
道徳…１個 
「節度、せっせい」 
４年 体の成長とわたし 
理科 ４年…１個 
「人の体のつくり」 
５年…１個 
「人のたん生」 
６年…１個 
「人の体のつくりと働き」 
家庭 ５・６年…１個 
「栄養を考えた食事」 
道徳…６個 
「こせいのしん長」 
「感しゃ」 
「相ご理解、かんよう」「家
族愛」 
「よりよい学校生活、集団
生活のじゅう実」 
「生命のとうとさ」 

３年 けんこうな生活 
保健 ４年…１個 
「よりよくせい長するた
めの生活」 
５年…１個 
「心と体のつながり」 
６年…２個 
「感せんしょうのよぼう」 
「地いきで行われている
ほけん活動」 
家庭 ５・６年…１個 
「衣服の着用と手入れ」 
 
４年 体の発育・発達 
保健 ５年…２個 
「心の健康」 
「不安やなやみがある時」 
６年…１個 
「生活習かん病の予防」 
中学１年…１個 
「休養・すいみんと健康」 
算数 ３年…１個 
「小数のひき算、グラフ」 
理科 ４年…２個 
「ほね・きん肉」 
「人の体のつくり」 
５年…１個 
「人のたん生」 
家庭 ５・６年…１個 
「栄養素」 
生活 １・２年…１個 
「体の成長」 
道徳…１個 
「生命尊重」 
 

 ３年 けんこうな生活 
生活 １個 
「きそく正しくけんこう
な生活」 
保健 ６年…１個 
「感染症の予防」 
家庭 ５・６年…２個 
「衣服のはたらき」 
「かいてきな住まい」 
道徳…１個 
「節度、節制」 
 
４年 体の成長 
保健 ３年…１個 
「１日の生活の仕方とけ
んこう」 
５年…１個 
「学校や地域でのけがの
防止」 
５年…１個 
「不安やなやみへの対処」 
理科 ４年…１個 
「骨と筋肉」 
５年…２個 
「母体内での成長とたん
じょう」 
「人の体のつくりと運動」 
社会 ５年…１個 
「自然災害の防止」 
道徳 ３個 
「友情・信頼」 
「相互理解」 
「親切、思いやり」 

３年 毎日の生活とけん
こう 
５年…２個 
「心のけんこう」 
「けがのぼう止」 
 
４年 体の発育・発達 
保健 ３年…１個 
「けんこうによい１日の
生活の仕方」 

３年 けんこうな生活 
保健 ４年…１個 
「よりよい発育のために」 
家庭 ５・６年…１個 
「衣服の手入れ」 
 
４年 体の発育と健康 
保健 ３年…１個 
「けんこうな１日の生活」 
５年…２個 
「心の発達」 
「不安やなやみなどへの
対処」 
理科 ４年…１個 
「筋肉や骨」 
家庭 ５・６年…１個 
「食事や栄誉のバランス」 

３年 健康な生活 
体育 １個 
「体つくり運動」 
生活 １個 
「健康で安全な生活」 
理科 ３年…１個 
「光のせいかつ」 
家庭 ５・６年…３個 
「食事の役わり」 
「衣服の着用」 
「かいてきな住まい方」 
道徳…３個 
「節度、せっせい」 
「よりよい学校生活」 
「集だん生活の充実」 
 
４年 体の発育・発達 
体育 １個 
「体つくり運動」 
生活 １個 
「健康で安全な生活」 
理科 ４年…１個 
「人の体のつくり」 
５年…１個 
「人のたんじょう」 
６年…１個 
「人の体のつくりと働き」 
家庭 ５・６年…１個 
「栄養を考えた食事」 
道徳…６個 
「個性のしんちょう」「感
しゃ」 
「相ご理かい、かんよう」 
「家族愛」 
「よりよい学校生活、集だ
ん生活の充実」 
「生命のとうとさ」 
 

【第５学年及び第６学年】 

他教科・特別の教科 道徳等との関連 

５年 心の健康 
家庭 ５・６年…１個 
「家族や地域の人々との
関わり」 
道徳…⒒個 
「善悪の判断、自律、自由
と責任」 
「正直、誠実」 
「親切、思いやり」 
「感謝」 
「礼ぎ」 
「友情、信らい」 
「相ご理解、かん容」「規
則の尊重」 
「生命のとうとさ」 
「自然愛護」 
「よりよく生きる喜び」 
けがの防止 
社会 ３年…１個 
「地域の安全を守る働き」 
４年…１個 
「自然災害から人々を守
る活動」 

５年 心の健康 
国語 ２個 
「ことわざ」 
「慣用句」 
道徳…１個 
「コミュニケーション」 
けがの防止 
中学校 ２年…２個 
「障害の発生要因と防止」 
「心肺そ生法」 
社会 ４年…１個 
「自然災害から人々を守
る活動」   
 
６年 病気の予防 
保健 ３年…１個 
「健康な生活」 
中学校 ２年…２個 
「がんの予防」 
「喫煙と健康」 
中学校 ３年…２個 
「感染症の原因」 
「医薬品の有効利用」 

 ５年 心の健康 
保健 ４年…２個 
「よりよい成長のために」 
「思春期の体の変化」 
道徳…１個 
「友情、信頼」 
 
けがの防止 
社会 ３年…１個 
「地域の安全を守る活動」 
道徳…１個 
「規則の尊重」 
   
６年 病気の予防 
保健 ３年…２個 
「体のせいけつとけんこ
う」 
「身の回りの環境と健康」 
道徳…１個 
「公正、公平、社会主義」 

５年 心の健康 
保健 ４年…２個 
「思春期の体の変化」「思
春期の心の変化」  
 
６年 病気の予防 
保健 ４年…１個 
「体のよりよい発育・発達
と生活の仕方」 

５年 心の健康 
保健 ４年…１個 
「思春期の体の変化」 
体育 １個 
「体ほぐしの運動」 
道徳…１個 
「友情、信らい」 
けがの防止 
道徳 …１個 
「規則の尊重」 
社会 ３年…１個 
「地域の安全を守る働き」 
 
６年 病気の予防 
保健 ３年…１個 
「けんこうな生活」 
家庭 ５・６年…１個 
「食品などの衛生的なと
りあつかい」 

５年 心の健康 
体育 １個 
「体つくり運動」 
家庭 ５・６年…１個 
「家族や地域の人々との
関わり」 
道徳…12個 
「善悪の判断、自律、自由
と責任」 
「正直、誠実」 
「個性の伸長」 
「親切、思いやり」 
「感謝」 
「礼ぎ」 
「友情、信らい」 
「相ご理解、かん容」 
「規則の尊重」 
「生命のとうとさ」 
「自然愛護」 
「よりよく生きる喜び」 
けがの防止 
社会 ３年…１個 
「地域の安全を守る働き」 
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別表６        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

５年…１個 
「わが国の国土と自然災
害」 
理科 ５年…１個 
「天気の変化」 
６年…１個 
「土地のつくりと変化」 
道徳…４個 
「善悪の判断」 
「節度、節制」 
「規則の尊重」 
「勤労、公共の精神」   
６年 病気の予防 
社会 ４年…１個 
「人々の健康や生活環境
を支える事業」        
６年…１個 
「国や地方公共団体の政
治」 
理科 ６年…２個 
「人の体のつくりと働き」
「水溶液の性質」 
家庭 ５・６年…２個 
「栄養を考えた食事」「快
適な住まい方」 
道徳…５個 
「節度、節制」 
「努力と強い意志」 
「感謝」 
「規則の尊重」 
「生命の尊さ」 

家庭 ５・６年…１個 
「食品などの衛生的なと
りあつかい」 

４年…１個 
「自然災害から人々を守
る活動」 
理科 ５年…１個 
「天気の変化」 
６年…１個 
「土地のつくりと変化」 
道徳…５個 
「善悪の判断」 
「節度、節制」 
「規則の尊重」 
「勤労、公共の精神」 
「よりよい学校生活・集団
生活の充実」   
６年 病気の予防 
社会 ４年…１個 
「地域の人々の健康や生
活環境を支える事業」        
６年…１個 
「国や地方公共団体の政
治」 
理科 ６年…２個 
「人の体のつくりと働き」 
家庭 ５・６年…２個 
「栄養を考えた食事」「快
適な住まい方」 
道徳…６個 
「節度、節制」 
「努力と強い意志」 
「感謝」 
「規則の尊重」 
「生命の尊さ」 
「よりよく生きる喜び」 
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別表７        

調査項目 ２ 東書 ４ 大日本  50 大修館 207 文教社 208 光文 224 学研 

表
記
・
表
現
の
工
夫 

【第３学年及び第４学年】 

ユニバーサルデザイン化に向けた取組例 

◇専門機関の協力を得て
全ての児童の色覚特性
に適応するようにデザ
インされている。 

◇見やすく読み間違えに
くいように本文は独自
開発した UD 教科書体が
使用されている。 

◇文節の切れ目で改行し
読解しやすいようにし
ている。 

◇特別支援教育の研究者
による監修が行われて
いる。 

◇児童の負担に配慮し、軽
量な紙を使用している。 

◇A4版 

◇専門家の協力を得て色
覚の特性によらず情報
が読み取れるようにカ
ラーユニバーサルデザ
インに配慮して製作さ
れている。 

◇見やすく読み間違えに
くいユニバーサルデザ
インフォントが使用さ
れている。 

◇単語の途中で改行せず、
読解しやすいようにし
ている。 

◇特別支援教育コーディ
ネーターによる監修が
行われている。 

◇児童にとって安全で奥
まで開くアジロ綴じを
採用している。 

◇A4版 

 ◇専門機関の協力を得て
カラーユニバーサルデ
ザインに配慮して製作
されている。 

◇見やすく読み間違えに
くいユニバーサルデザ
インフォントが使用さ
れている。 

◇文節の切れ目で改行し
読解しやすいようにし
ている。 

◇国籍や性別、思春期の児
童などへの配慮がなさ
れている。 

◇軽量で筆記特性にすぐ
れた用紙を使用してい
る。 

◇児童にとって安全で奥
まで開くアジロ綴じを
採用している。 

◇A4版 

◇ユニバーサルデザイン
に配慮して編集されて
いる。 

◇A4版 

◇専門機関の協力を得て
ユニバーサルデザイン
に配慮し、カラーバリア
フリーを含む対応をし
ている。 

◇見やすく読み間違えに
くいユニバーサルデザ
インフォントが使用さ
れている。 

◇文節の切れ目で改行し
読解しやすいようにし
ている。 

◇登場人物の国籍や性別、
それぞれの役割に偏り
がないように配慮がな
されている。 

◇特別支援教育の研究者
による監修が行われて
いる。 

◇A4版 

◇カラーユニバーサルデ
ザインに配慮して製作
されている。 

◇見やすく読み間違えに
くいユニバーサルデザ
インフォントが使用さ
れている。 

◇本文のフォントは、発育
・発達段階に応じて大き
さを選定している。 

◇特別支援教育の研究者
による監修が行われて
いる。 

◇軽量で筆記特性にすぐ
れ、光沢を抑えた目にや
さしい用紙を使用して
いる。 

◇児童にとって安全で奥
まで開くアジロ綴じを
採用している。 

◇A4版 

【第５学年及び第６学年】 

ユニバーサルデザイン化に向けた取組例 

◇特別支援教育の研究者
やカラーユニバーサル
デザインの専門家の校
閲を受け、構成の工夫や
配色の工夫がされてい
る。すべての色覚特性に
適応するようにデザイ
ンされている。 

◇見やすく読み間違えに
くいように本文は独自
開発した UD 教科書体が
使用されている。 

◇文節の切れ目で改行し
読解しやすいようにし
ている。 

◇児童の負担に配慮し、軽
量な紙を使用している。 

◇A4版 

◇専門家の協力を得て色
覚の特性によらず情報
が読み取れるようにカ
ラーユニバーサルデザ
インに配慮して製作さ
れている。 

◇見やすく読み間違えに
くいユニバーサルデザ
インフォントが使用さ
れている。 

◇単語の途中で改行せず、
読解しやすいようにし
ている。 

◇特別支援教育コーディ
ネーターによる監修が
行われている。 

◇児童にとって安全で奥
まで開くアジロ綴じを
採用している。 

◇A4版 

 ◇専門機関の協力を得て
カラーユニバーサルデ
ザインに配慮して製作
されている。 

◇見やすく読み間違えに
くいユニバーサルデザ
インフォントが使用さ
れている。 

◇文節の切れ目で改行し
読解しやすいようにし
ている。 

◇国籍や性別、思春期の児
童などへの配慮がなさ
れている。 

◇軽量で筆記特性にすぐれた
用紙を使用している。 

◇児童にとって安全で奥
まで開くアジロ綴じを
採用している。 

◇A4版 

◇ユニバーサルデザイン
に配慮して編集されて
いる。 

◇A4版 

◇専門機関の協力を得て
ユニバーサルデザイン
に配慮し、カラーバリア
フリーを含む対応をし
ている。 

◇見やすく読み間違えに
くいユニバーサルデザ
インフォントが使用さ
れている。 

◇文節の切れ目で改行し
読解しやすいようにし
ている。 

◇登場人物の国籍や性別、
それぞれの役割に偏り
がないように配慮がな
されている。 

◇特別支援教育の研究者
による監修が行われて
いる。 

◇A4版 

◇カラーユニバーサルデ
ザインに配慮して製作
されている。 

◇見やすく読み間違えに
くいユニバーサルデザ
インフォントが使用さ
れている。 

◇本文のフォントは、発育
・発達段階に応じて大き
さを選定している。 

◇特別支援教育の研究者
による監修が行われて
いる。 

◇軽量で筆記特性にすぐれ、
光沢を抑えた目にやさしい
用紙を使用している。 

◇児童にとって安全で奥
まで開くアジロ綴じを
採用している。 

◇A4版 

【第３学年及び第４学年】 

表記・表現の工夫 

◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇「まめちしき」「解説」
として学習内容の補充
をしている。 

◇「スキル」として身につ
けておくと役立つこと
を表記している。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇学習課題につながる写
真や発問があり、主体的
な学びになるよう配慮
されている。 

 

◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇ページの下段に「ミニち
しき」として学習の補足
が書かれている。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇児童が迷いなく学習に
取り組めるように統一
されたレイアウトで構
成されている。 

◇学習の流れをわかりや
すくするためにページ
の左側にガイドを設置
している。 

 ◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇ページの下段に「つぶや
きくん」としてちょっと
した豆知識やつぶやき
が書かれている。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇「豆知識」「解説」とし
て学習内容の補充をし
ている。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇「かがくの目」や「プチ」
があり学習内容の補充
をしている。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇児童が迷いなく学習に
取り組めるように統一
されたレイアウトで構
成されている。 

◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇「解説」や「まめちしき」
があり学習内容の補充
をしている。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇児童が迷いなく学習に
取り組めるように統一
されたレイアウトで構
成されている。 
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【第５学年及び第６学年】 

表記・表現の工夫 

◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇「まめちしき」「解説」
として学習内容の補充
をしている。 

◇「スキル」として身につ
けておくと役立つこと
を表記している。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇学習課題につながる写
真や発問があり、主体的
な学びになるよう配慮
されている。 

 

◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇ページの下段に「ミニち
しき」として学習の補足
が書かれている。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇児童が迷いなく学習に
取り組めるように統一
されたレイアウトで構
成されている。 

◇学習の流れをわかりや
すくするためにページ
の左側にガイドを設置
している。 

 

 ◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇「解説」や「まめちしき」
があり学習内容の補充
をしている。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇児童が迷いなく学習に
取り組めるように統一
されたレイアウトで構
成されている。 

◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇ページの下段に「つぶや
きくん」としてちょっと
した豆知識やつぶやき
が書かれている。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇「豆知識」「解説」とし
て学習内容の補充をし
ている。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇児童の思考の手助けと
なるつぶやきや補助発
問が必要に応じて書か
れている。 

◇「かがくの目」や「プチ」
があり学習内容の補充
をしている。 

◇教科書の側面がカラー
になっており、単元ごと
に区切られて見やすく
なっている。 

◇児童が迷いなく学習に
取り組めるように統一
されたレイアウトで構
成されている。 

 

 

 


